
  2025 Summer JCM  12 

開
校
式

ー
緊
張
の
中
は
じ
ま
る

　

2
0
2
4
年
10
月
17
日（
木
）、
秋
晴
れ

の
中
、
10
時
か
ら
開
校
式
を
行
っ
た
。
篠

笛（
森
田
玲
・
玲
月
流
初
代
）の
奏
楽
で
始

ま
り
、
式
辞
と
し
て
香
川
孝
三
校
長
（
神

戸
大
学
名
誉
教
授
）が
、
コ
ー
ス
の
意
義
を

述
べ
る
と
と
も
に
、
受
講
生
を
激
励
し
た
。

小
原
克
博
名
誉
校
長
（
同
志
社
大
学
学
長
）

は
同
志
社
大
学
創
立
者
の
新
島
襄
の
言
葉

を
引
用
し
「
寒
梅
の
ご
と
く
風
雪
が
あ
っ

た
と
し
て
も
抗
っ
て
道
を
拓
い
て
い
く
よ

う
な
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
激
励
し
た
。
ま
た
主
催
者
代
表
挨
拶
と

し
て
金
子
金
属
労
協
議
長
が
挨
拶
に
立
ち
、

「
仲
間
同
士
遠
慮
な
く
話
し
合
い
、
充
実
し

た
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

　

来
賓
の
厚
生
労
働
省
・
森
川
政
策
統
括

官
は
「
こ
の
コ
ー
ス
で
学
ば
れ
た
知
識
を

第
55
回 

労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
開
催
報
告

上
口 

智
子

金
属
労
協
組
織
総
務
局
主
査

受
講
生
宣
誓
を
行
い
、
開
校
式
を
終
了
し

た
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

自
分
の
立
つ
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
学

ぶ
「
縦
」、
自
分
の
立
っ
て
い
る
場
に
つ
い

て
学
ぶ
「
点
」、
自
分
の
住
む
世
界
の
広
が

り
に
つ
い
て
学
ぶ
「
横
」、
自
分
の
生
き
る

基
礎
に
つ
い
て
学
ぶ
「
深
」
の
４
つ
の
柱

に
基
づ
く
座
学
を
中
心
と
し
た
幅
広
い
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
加
え
、
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
実
施
し
て
い
る
。
金
属
労
協
議
長
に
よ

る
「
開
校
講
演
」、
金
属
労
協
や
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
オ
ー
ル
の
運
動
を
広
く
理
解
す
る
た

め
の
講
義
の
他
、
受
講
生
が
テ
ー
マ
を
決

め
て
金
属
労
協
三
役
と
語
り
合
う
「
特
別

討
論
会
～
三
役
と
語
ろ
う
」
な
ど
、
幅
広

く
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
き
る
場
も
設
け

て
い
る
。
ま
た
、
京
都
と
い
う
地
の
利
を

生
か
し
た
坐
禅
や
お
茶
室
体
験
な
ど
日
本

固
有
の
カ
ル
チ
ャ
ー
に
触
れ
る
プ
ロ
グ
ラ

も
と
に
労
働
界
の
け
ん
引
役
に
な
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
激

励
さ
れ
た
。
次
に
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
・
嶋
本

代
表
が
、
続
い
て
、
石
田
光
男
副
校
長
が

挨
拶
に
立
ち
受
講
生
を
激
励
し
た
。
最
後

に
受
講
生
を
代
表
し
て
シ
ャ
ー
プ
労
働
組

合
中
央
専
門
部
長
・
坂
巻
加
奈
子
さ
ん
が

2
0
2
4
年
10
月
17
日
か
ら
11
月
２
日
ま
で
、
京
都
・
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
、
第
55
回
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
を
開
催
し
た
。

今
年
は
感
染
症
も
落
ち
着
き
、
感
染
法
上
も
５
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
感
染
対
策
に
は
留
意
し
な
が
ら
従
来
の
受
講
生
数
に
戻
し
、
開
催
し
た
。

「
時
代
の
求
め
る
労
働
組
合
の
役
割
」
を
総
合
テ
ー
マ
に
４
本
の
柱
に
基
づ
く
全
人
格
的
教
育
を
め
ざ
し
て
38
名
が
受
講
し
、
研
鑽
に
励
ん
だ
。

な
お
、女
性
は
過
去
最
多
だ
っ
た
第
46
回
と
同
数
の
７
名
が
受
講
し
た
。

TOPICS

ム
や
、
鞍
馬
寺
で
鞍
馬
山
の
自
然
環
境
に

つ
い
て
学
ぶ
「
鞍
馬
山
散
策
」
も
全
員
が

参
加
し
た
。
こ
こ
で
は
特
徴
的
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
中
で
特
別
講
演
と
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に

つ
い
て
紹
介
す
る
。

①
特
別
講
演
「
経
営
と
人
間
」

　

特
別
講
演
「
経
営
と
人
間
」
は
第
１
回

目
か
ら
実
施
し
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
。
経
営
者
自
身
の
経
験
を
通
じ
て
得
た

経
営
哲
学
、
経
営
論
や
人
生
観
、
人
と
の

つ
な
が
り
や
育
成
方
法
、
次
世
代
へ
の
提

言
な
ど
語
っ
て
い
た
だ
く
。
今
回
は
、55
回 

の
歴
史
の
中
で
初
め
て
女
性
の
経
営
者
に

ご
講
演
い
た
だ
い
た
。

　

講
師
の（
株
）山
崎
製
作
所
の
山
崎
か
お

り
代
表
取
締
役
社
長
は
、
実
父
か
ら
板
金

加
工
の
会
社
を
引
き
継
い
だ
。
社
長
就
任

当
初
、
事
業
継
承
の
ピ
ン
チ
を
迎
え
な
が

ら
も
社
員
全
員
参
加
型
の
会
社
経
営
を
目

指
し
て
乗
り
切
っ
た
経
験
を
語
っ
た
。
自

社
プ
ロ
ダ
ク
ト
ブ
ラ
ン
ド
「
三
代
目
板
金

開校式で決意表明を読み上げる受講生代表
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TOPICS

「特別討論会～三役と語ろう」－三役と楽しくディスカッション

「グループ形成ゲーム」－初めての共同作業。交渉はうま
くいったかな？

ある日の講義風景「統計学」－ Excel を使ったデータ分
析に挑戦中

香
川
ゼ
ミ

石
田
ゼ
ミ

中
田
ゼ
ミ

上
田
ゼ
ミ

寺
井
ゼ
ミ

BBQと朝のレクリエーション

屋
」
を
立
ち
上
げ
、
女
性
社
員
を
中
心
に

新
し
い
発
想
で
イ
ン
テ
リ
ア
や
か
ん
ざ
し

な
ど
の
製
品
を
加
工
・
販
売
し
て
い
る
。

ま
た
地
域
活
動
と
し
て
地
元
静
岡
市
で
オ

ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
発
起
人
と
し
て

イ
ベ
ン
ト
を
立
ち
上
げ
、
自
社
だ
け
で
は

な
く
周
辺
の
会
社
と
も
協
力
し
て
地
元
を

盛
り
上
げ
て
い
る
。
社
長
の
発
想
力
・
行

動
力
に
、
受
講
生
も
大
い
に
刺
激
を
受
け

た
。

②
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

　

労
働
組
合
・
職
場
の
課
題
を
指
導
教
授

や
受
講
生
同
士
で
討
議
を
重
ね
な
が
ら
解

決
案
を
探
求
す
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
５
つ

の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
４
回
に
わ
た
り
討
議

を
重
ね
、
最
後
に
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
ご
と
に
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
発
表
を
行
い
、

成
果
を
共
有
し
あ
っ
た
。
各
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

の
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り
。

◆
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
テ
ー
マ

○
香
川
ゼ
ミ

『
労
働
組
合
と
国
際
』
～
国
際
社
会
に

お
け
る
労
働
組
合
の
役
割

○
石
田
ゼ
ミ

『
労
働
組
合
と
職
場
』
～
働
き
方
改
革

を
労
働
組
合
の
力
で
～

○
中
田
ゼ
ミ

『
労
働
組
合
と
社
会
』
～
仕
事
と
処
遇

　

納
得
性
の
あ
る
給
与
の
水
準

○
上
田
ゼ
ミ

『
労
働
組
合
と
企
業
』
～
『
魅
力
あ
る

会
社
・
職
場
づ
く
り
』
の
実
現
に
向
け

た
労
働
組
合
の
役
割

○
寺
井
ゼ
ミ

『
労
働
組
合
と
働
き
方
』
～
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
労
働
組
合
の
役
割

受
講
生
自
ら
企
画

　
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
は
受
講

生
に
よ
る
自
主
運
営
を
基
本
と
し
て
い

る
。
コ
ー
ス
の
運
営
を
担
う
「
実
行
委
員

会
」、
討
論
会
の
テ
ー
マ
決
め
や
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
の
役
割
を
す
る
「
討
論
会
委

員
会
」、
講
義
の
司
会
進
行
を
行
う
「
座

長
」、
そ
し
て
朝
の
体
操
・
散
歩
を
担
当

す
る
「
ラ
ジ
オ
体
操
委
員
会
」
な
ど
、
受

講
生
は
何
か
し
ら
の
役
割
を
担
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
朝
の
体
操
・

散
歩
と
受
講
生
自
ら
が
企
画
し
た
Ｂ
Ｂ
Ｑ

大
会
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

①
朝
の
体
操
・
散
歩

　

朝
の
体
操
・
散
歩
は
各
班
か
ら
１
名
ず

つ
選
出
さ
れ
た
５
名
の
ラ
ジ
オ
体
操
委
員

が
担
当
す
る
。
毎
朝
７
時
15
分
に
駐
車
場

に
集
合
、
ま
ず
は
全
員
参
加
し
て
い
る
か

確
認
の
た
め
の
点
呼
か
ら
。
全
員
参
加
し

て
い
る
の
を
確
認
の
後
、
ラ
ジ
オ
体
操
か

ら
周
辺
の
散
歩
と
い
う
流
れ
に
な
る
。
昨

年
は
、
散
歩
の
コ
ー
ス
も
受
講
生
で
決
定
・

誘
導
し
た
。
今
年
は
散
歩
の
コ
ー
ス
を
選

ぶ
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
各
地
の
方
言
に
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て
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
の
出
会
い
を
大

切
に
、
人
間
的
つ
な
が
り
を
続
け
て
い
っ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
激
励
し
、
38
名
全

員
に
修
了
証
書
を
授
与
し
た
。
主
催
者
代

表
挨
拶
と
し
て
梅
田
利
也
金
属
労
協
事
務

局
長
が
挨
拶
に
立
ち
「
労
働
組
合
の
最
大

の
武
器
は
『
人
』
で
あ
る
。
労
働
組
合
の

こ
れ
か
ら
を
担
っ
て
い
け
る
の
は
、
こ
こ

に
い
る
皆
さ
ん
だ
。
そ
の
気
概
を
持
っ
て

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
担
当
講
師
の
石

田
副
校
長
（
同
志
社
大
学
名
誉
教
授
）、

中
田
運
営
委
員
（
同
志
社
大
学
教
授
）、

上
田
眞
士
運
営
委
員
（
同
志
社
大
学
教

よ
る
「
ご
当
地
ラ
ジ
オ
体
操
」
や
散
歩
の

代
わ
り
に
、
受
講
生
間
の
交
流
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
短
時
間
で
で
き
る
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
委
員
が

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
た
。
コ
ー
ス
当

初
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
受
講
生
も
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

②
Ｂ
Ｂ
Ｑ
大
会

　

実
行
委
員
会
の
中
か
ら
自
然
発
生
的
に

「
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
や
ろ
う
」と
い
う
声
が
上
が
り
、

Ｂ
Ｂ
Ｑ
大
会
を
行
う
こ
と
が
決
定
。
関
西

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
協
力
の
元
、
肉
・
野
菜
・

焼
肉
の
た
れ
な
ど
必
要
な
も
の
を
受
講
生

自
ら
が
準
備
し
、
10
月
30
日
に
決
行
し
た
。

準
備
す
る
人
、
肉
を
焼
く
人
、
肉
を
取
り

分
け
る
人
と
、
誰
が
言
い
だ
し
た
わ
け
で

も
な
く
自
然
と
役
割
分
担
が
で
き
て
い

た
。
お
仕
着
せ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
な
く
、

自
分
た
ち
で
企
画
か
ら
準
備
ま
で
行
っ
た

こ
と
で
、
受
講
生
全
体
に
一
体
感
が
生
ま

れ
た
。

閉
校
式
ー
ま
た
会
う
日
ま
で

　

2
0
2
4
年
11
月
２
日
（
土
）
朝
か
ら

出
発（
た
び
だ
ち
）の
集
い
を
行
い
、
受
講

生
一
人
ひ
と
り
、
感
想
を
述
べ
合
っ
た
。

そ
の
後
、
閉
校
式
を
行
っ
た
。
式
辞
と
し

て
香
川
孝
三
校
長
（
神
戸
大
学
名
誉
教
授
）

が
「
教
え
る
と
い
う
こ
と
は
学
ぶ
こ
と
と

同
じ
。
我
々
講
師
が
皆
さ
ん
か
ら
学
ば
せ

授
）、
寺
井
基
博
運
営
委
員
（
同
志
社
大
学

准
教
授
）
が
修
了
生
を
激
励
し
た
。
受
講

生
代
表
と
し
て
の
答
辞
で
は
、
第
55
回
級

長
の
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
福
山
労
働
組
合
・

木
村
健
太
郎
執
行
委
員
が
研
修
期
間
中

の
思
い
出
を
語
る
と
と
も
に
、
座
長
・
討

論
会
委
員
・
ラ
ジ
オ
体
操
委
員
を
ね
ぎ
ら

っ
た
。
さ
ら
に
「
今
日
を
あ
ら
た
な
出
発

点
と
し
て
、
試
行
錯
誤
を
続
け
な
が
ら
出 

会
っ
た
全
て
の
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

最
大
限
に
活
用
し
、
新
し
い
労
働
組
合
活

動
の
創
造
に
汗
を
流
し
て
い
く
決
意
で

す
」
と
、
こ
れ
か
ら
の
決
意
を
述
べ
た
。

最
後
に
「
卒
業
の
歌
」
を
全
員
で
合
唱
し
、

閉
校
式
を
終
え
た
。

次
回
、
第
56
回
開
催
へ

　

労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス（
旧
西
日

本
）の
修
了
生
は
通
算
1
8
7
0
名
、
旧
東 

日
本
コ
ー
ス
（
第
１
～
40
回
）の
9
3
9

名
と
合
わ
せ
て
、2
8
0
9
名
と
な
っ
た
。

　

次
回
、
第
56
回
コ
ー
ス
は
2
0
2
5
年

10
月
16
日（
木
）～
11
月
１
日（
土
）の
日

程
で
開
催
す
る
。
第
55
回
コ
ー
ス
受
講
生

か
ら
の
意
見
・
要
望
な
ど
を
参
考
に
、
受

講
生
が
主
体
的
に
研
修
に
参
画
で
き
る
よ

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
改
善
し
て
い
き
た
い
。

第
54
回
コ
ー
ス—
再
び
結
集

　

2
0
2
4
年
８
月
９
～
10
日
、
修
了
生

発
案
・
主
催
に
よ
る
「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

実行委員会

各ゼミナールから班長、副班長を
各１名互選し、計 10名で実行委
員会を編成、実行委員会の中から
１名級長を互選する。コースは受
講生の主体的な運営を基本とし、
実行委員会がその中心となる。
実行委員は次のとおり。

級　長：	木村 健太郎（ＪＦＥスチール福山労組、中田ゼミ班長）
副級長：	萬福 勝行	 （ＪＦＥスチール福山労組、香川ゼミ班長）
	 宮脇 さやか	（スズキ労組湖西支部、石田ゼミ班長）
	 藤原 和幸	 （ダイハツ労組、上田ゼミ班長）
	 大津　寛	 （全本田労連、寺井ゼミ班長）

実行委員：深町 貴志	 （コマツユニオン本社営業支部、香川ゼミ副班長）
	 江尻 裕一	 （パナソニックエレクトリックワークス労組直轄総合支部、石田ゼミ副班長）
	 大沢 幸春	 （パナソニックアプライアンスユニオンくらしアプライアンス支部、中田ゼミ副班長）
	 坂巻 加奈子	（シャープ労組、上田ゼミ副班長）
	 森﨑 夏代	 （パナソニック コネクト労組、寺井ゼミ副班長）

答辞を読み上げる木村級長

閉校式後の記念写真
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　コロナ感染症が広がる前とほぼ同じ数の 38 名（うち女性
７名）の受講生を迎えて労働リーダーシップコースが実施
された。毎回受講生の積極的な参加によって運営されてき
たが、今回も同様であった。授業やゼミにおいて質疑応答
によってその内容を深めることができ、ゼミ発表会で、そ
の成果をまとめあげた。それ以外の行事においてもリーダ
ーシップを発揮した。もともとコミュニケーション能力の優
れた人が組合役員として選ばれてきたことを示している。
　今回のコースではいくつかの変化がみられた。１つ目は、

「経営と人間」の特別講師にはじめて女性経営者にお願い
できたことである。これまで男性の経営者がおこなってき
たので、なんとか女性経営者にお願いできないかと、ここ 3
～４年の間模索してきたが、やっと実現することができた。
女性管理職を３割以上に増やすだけでなく、プライム上場
企業で女性役員（取締役，執行役員、監査役）比率を 2030
年までに３割を達成するという目標が掲げられている時代
になっている。女性社長には２つのタイプがある。父や夫
の後を引き継ぐ場合と、企業に従業員として入社し昇進を
して社長になる場合である。前者の女性社長が断然多いが、
今回お願いした山崎かおりさんもこのタイプである。
　２つ目は、７名の女性が受講したのは 46 回の時以来であ
る。今後もっと増えることが期待されるが、それが女性の
組合役員の比率を３割以上に増やすことにつながればいい
のにと思った。

第55回労働リーダーシップコースを振り返る

労働リーダーシップコース校長
神戸大学・大阪女学院大学名誉教授

香川 孝三
2025年10月17日の朝、関西セミナーハウスへ総勢 38名

が集結し、金属労協結成 60 周年を迎えた節目となる由緒
ある第 55 回労働リーダーシップコースが開催されました。
　初日を振り返ると、これから始まる研修カリキュラムを
目の当たりにして、非日常的団体生活に対する大きな期待
と不安が入り混じるスタートでありましたが、事務局の
方々による遊び心を持ったオリエンテーション等により、
受講生の距離感を一気に縮めることができました。
　そうしたなか、級長選出の場面では、距離が縮まりすぎ
たこともあり、私が級長を引き受けることとなりました。
　正直、先輩方が多くいるなかで、級長という大役を自分
が担えるのかという不安はありましたが、「自分にしかで
きない級長」をやろうと思い、精一杯、全うする決意を固
めました。私は級長を務めるにあたって常に「対話と感謝」
を意識してきました。時には遅くまで語り合い、お互いに
感謝の気持ちを伝え合いながら、トラブル発生時も全員で
解決に向けて「対話」を行ってきました。頼りない級長で
したが、班長や副班長、各種委員のみんなに支えてもらい、
本当に仲間に恵まれた級長であったと実感していますし、
本当に感謝の気持ちしかありません。
　また、指導いただいた先生方や事務局、関西セミナーハ
ウスのスタッフの皆様のおかげで無事、卒業することがで
きました。本セミナーで学んだ労働運動の原点である「対
話」と「感謝」の大切さを胸に、今後も組合員とその家族
の幸せの追求に向けて邁進していく所存です。
　最後に、ここでできた仲間は一生ものです。これからも
この繋がりを糧に将来の労働界の屋台骨となれるよう、切
磋琢磨しあいながら、成長していきましょう！
　本当にありがとうございました！

第55回労働リーダーシップコースに参加して

第55回労働リーダーシップコース級長
ＪＦＥスチール福山労働組合執行委員

木村 健太郎
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第54回のフォローアップ研修会


